








安全上のご注意 2005/5/12

ご使用の前に必ずお読みください。
正しくお使いいただくことでお客様への危害および、財産への損害を未然に防ぐことができます。
安全のために以下の警告事項、注意事項をお守りいただき、製品を安全にお使いください。
お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。

「安全上のご注意」の絵表示

この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるものです。記号の中や
近くに具体的な内容が書かれています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡したり、人体に多大
な損傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負う可能性又
は、物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

この記号は、注意（警告を含む）しなければならない内容であることを
示しています。記号の中や近くに注意内容が示されています。

この記号は禁止の行為（やってはいけないこと）を告げるものです。記
号の中や近くに具体的な内容が書かれています。

例） 「感電注意」を表す絵表示

例） 「分解禁止」を表す絵表示

例） 「電源プラグを抜く」を表す絵表示

注意

禁止

厳守



電源プラグはほこりが付着していないことを確認して使用してくださ
い。接触不良で火災の原因になります。電源プラグは根元までしっかり
さしてください。根元までさしてもゆるみがある場合は接続しないでく
ださい。販売店や電気工事店に依頼し、コンセントを交換してくださ
い。電源コンセントはたこ足配線、テーブルタップやコンピューターな
どの裏側の補助電源への接続をしないでください。
電源コードの抜き差しは必ずプラグ部分を持って行ってください。電源
コードを引っ張るとケーブルが傷み、火災の原因になります。電源プラ
グをコンセントから抜き差しするときは、濡れた手で行わないでくださ
い。濡れた手で行うと感電の原因になります。

本製品を設置するときは、他の機器、壁などから適当な間隔をとってく
ださい。内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。目安と
して１０cm以上の空間を空けてください。

本製品は下記のようなところで使用しないでください。
故障の原因になったり、思わぬ事故のもとになります。
●ほこりの多いところ
●振動や衝撃の加わるところ
●不安定なところ
●温度差の激しいところ
●水分や湿気の多いところ
●湿度が高いところ
ケーブルは付属のものを使用し、次のことに注意して取り扱ってくださ
い。取り扱いを誤ると、ケーブルが傷み、火災や感電の原因となりま
す。
●引っ張ったり、折り曲げたりしない
●圧力をかけたり、押しつけない、ものをのせない
●加工しない
ぶつけたり、落としたりして衝撃を与えないでください。そのまま使用
すると、火災や感電、故障の原因になります。

煙がでている、変なにおいがする、変な音がするなどの異常が発生した
ときはすぐに使用を中止してください。万一異常が発生した場合は電源
を切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。そのまま使用す
ると、感電したり、火災の原因になります。
改造・分解はしないでください。お客様による修理は行わないでくださ
い。
火災や感電、やけど、動作不良の原因となります。

本製品を濡らさないでください。水気の多い場所で使用しないでくださ
い。
お風呂場、台所、海岸、水辺での使用は火災・感電・故障の原因となり
ます。



液晶モニタ画面表面は擦り傷等がつきやすいので、ペン先や爪等で接触
しないように注意してください。

本製品を使用中にデータなどが紛失した場合でも、データなどの保証は
一切いたしかねます。
故障に備えて定期的にバックアップをお取りください。

モニタのリサイクルに関するお問い合わせはAcerまでお願いいたしま
す。
Acerに関するさらに詳しい情報はこちらhttp://www.acer.com/のホームペ
ージをご覧ください。

液晶パネルが破損した場合は、破損部分に直接素手で触れないでくださ
い。
もし触れてしまった場合は、手をよく洗ってください。
万一、破損部が、誤って口や目に入った場合には、すぐに口や目をよく
洗い、医師の診断を受けてください。そのまま放置した場合、中毒を起
こす恐れがあります。

本製品を使用する際は、接続するパソコンや周辺機器メーカーが指示し
ている警告、注意表示を厳守してください。

長時間に渡って映像を見る場合は、一定の間隔で休憩をとってくださ
い。また部屋を真っ暗にすると目に疲労が蓄積されますので部屋を適度
に明るくしてご覧ください。

●電源ケーブルを無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしないでく
ださい。ケーブルを加工しないでください。
●電源ケーブルをコンセントから抜くときは、必ずプラグ部分を持って抜
いてください。ケーブルを引っ張ると、ケーブルを引っ張ると、ケーブ
ルが傷み、火災・感電・故障の原因となります。
●濡れた手で電源ケーブルのプラグをコンセントに接続したり抜いたりし
ないでください。感電の原因となります。電源ケーブルがコンセントに
接続されているときには濡れた手で本体に触らないでください。感電の
原因となります。
●電源ケーブルのプラグは根元までしっかり差し込んでください。ほこり
が付着していないことを確認してから行ってください。接触不良で火災
の原因となります。

 電源ケーブルを取り扱うときは以下のことにご注意ください。
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